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 要  旨 
近年，通信インフラストラクチャに頼ることなく複数の無線端末同士が自律的にネットワークを構築し通
信を行うアドホックワイヤレスネットワーク（以下，アドホックネットワークと呼ぶ）が期待されている．アドホッ
クネットワークを構成する無線端末の多くはバッテリ駆動のため電力の給電に制限がある．また複数の無
線端末を中継することによる伝送遅延，不安定な無線伝送路の利用による電界強度の変化や無線端末
の移動によるネットワークトポロジの著しい変化などに対応できる必要がある． 
一般にネットワークでは，あるノードから別のノードへ他のノードを中継しながら通信（以下，マルチホッ
プ通信と呼ぶ）する経路を決定・維持する必要があり，これをルーチングという．従来の代表的なルーチ
ングプロトコルの一つである AODV は経路構築後，ノードの故障や電界強度の落ち込みにより使用不能
となったとき，経路を再構築するために多くのネットワークリソースや時間を要し，消費電力やデータ遅延
が増大する問題がある．またマルチホップ通信を行うため，経路を構成する各リンクの通信品質が
End-to-End の通信品質に大きな影響を及ぼす．ワイヤレス通信では各リンクはそれぞれ独立なフェージ
ングやシャドウイングにさらされ，通信品質が不安定であり，マルチホップ通信で高品質の情報伝送を行
うことが困難である．本論文では，AODV を用いたアドホックネットワークがワイヤレス環境で直面する諸
課題を改善する技術として，環境認識型経路バイパス法を提案する． 
提案法では一回の送信で複数の無線端末が同じ情報を傍受できる無線の特徴を利用し，経路を構成
するあるリンクが断となった場合に経路周辺の無線端末が自律的にバイパス経路を提供する．経路を再
構築することなく局所的にバイパス経路を提供するため，経路再構築に要するネットワークリソースを軽減
でき，伝送遅延を小さくできる．提案法の効果を基本的なシングルホップとマルチホップの場合につい
て，レイリーフェージング環境を想定し理論解析およびネットワークシミュレーションにより評価する．  
まず，シングルホップ・マルチホップ伝送での基本的な効果を理論解析した．その結果，提案法を用い
ることで従来伝送よりもパケット伝送成功率が向上し，マルチホップでの最大通信距離が大きく改善され
ることがわかった．次に，パケット長とフェージング速度の影響を含めた時間軸上での効果を評価するた
めにネットワークシミュレーションを行った．様々な条件でシミュレーションを行ったが，どの結果からも提
案法を用いることで従来法よりもパケット伝送成功率を向上させることができることがわかった． 
 
